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イベ ン ト等名 ごみ減量化啓発イベント(新規）

開 催 日 平成30年6月及び10月頃

主 催 者 ごみ減量推進課

内 容 等

【目的】
　ごみの減量とリサイクル推進の意識醸成のため、市民が多く集まる商業施設等において啓発を行
う。

【主な対象者】
　一般市民

【内容】
　街頭啓発の場を設け、ごみ減量とリサイクルについて広く周知する。

イ ベ ン ト等名 いわき野菜アンバサダーセミナー（新規）

開 催 日 定期的（２か月に１回程度）に開催

主 催 者 農業振興課

内 容 等

【目的】
　消費者自らによる積極的な情報発信を促進させるため、“いわき産農林水産物の応援大使”を
募集し、いわき産農林水産物に関する基礎知識を学ぶセミナーを開催

【主な対象者】
　情報発信が可能な消費者

【内容】
　いわき産農林水産物の特徴などを、パワーポイントを使い紹介
　受講者には、いわき野菜アンバサダー認定証を発行

イベ ン ト等名 ふれあい農園（新規）

開 催 日 平成30年5月26日、9月、12月

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会

内 容 等

【目的】
　野菜作りを通して消費者が農業者と交流し、農業への関心と理解を深める。

【主な対象者】
　いわき市内在住者

【内容】
　農業青年クラブ員（農業者）の助言のもと、消費者自らが農園での野菜栽培等を体験するととも
に、収穫祭等を開催するなど、消費者と農業者の交流を深める。

イ ベ ン ト等名 やさい教室(新規）

開 催 日 平成30年6月、11月

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会、常磐第二保育園

内 容 等

【目的】
　生産者との交流により園児に野菜など作物を作る楽しみと収穫の喜びを味わってもらうことを目
的とする。

【主な対象者】
　常磐第二保育園園児

【内容】
　農業青年クラブ員（農業者）の助言のもと、野菜栽培を体験するとともに、収穫物の調理を通し
て園児との交流を深める。

イ ベ ン ト等名 食育講演会（継続）

開 催 日 平成30年9月1日

主 催 者 地域保健課

内 容 等

【目的】
　市民の食育の取り組みを支援する。

【主な対象者】
　市民

【内容】
　スポーツと栄養と通した食育に関する講演及び栄養相談

イベント等概要
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イベ ン ト等名 食の子ども探検隊（一日食品衛生監視員体験）(継続）

開 催 日 平成30年7月26日（木）

主 催 者 いわき市保健所

内 容 等

【目的】
　行政の取り組みや食品営業施設での食品の取扱いを知ってもらうため、普段は立ち入ることがで
きない、大型小売店（スーパー）のバックヤードへ食品衛生監視員とともに立入り、食品事業者がど
のように食の安全に取り組んでいるのか、どのように消費者に安全・安心な食品を届けているのかを
実際に見て、聞いて体験をすることで、食品の安全性について考え、自主的に食の安全・安心の
確保に取り組む姿勢を育むことを目的とする。

【主な対象者】
　小学5,6年生

イベ ン ト等名 食の安全フォーラム(継続）

開 催 日 平成30年10月頃

主 催 者 生活衛生課

内 容 等

【目的】
　食品事業者や消費者である市民に対し、食品衛生について適切な情報発信を行い、正しい知
識を身につけてもらうことにより、食品安全に関するリスクコミュニケーションの推進を図る。

【主な対象者】
　市民

【内容】
　①　講演
　②　質疑応答　など

イベ ン ト等名 食育インフォメーション（継続）

開 催 日 平成30年6月8日～22日、27日

主 催 者 地域保健課

内 容 等

【目的】
　　市民の食生活に関する相談等を行い、食育の推進に寄与する。

【主な対象者】
　　市民

【内容】
　　パンフレット等の掲示及び、健康相談。

イベ ン ト等名 お魚マイスターによるお魚教室～お魚について学んで食べよう親子教室～(継続）

開 催 日 10月頃予定

主 催 者 水産課

内 容 等

【目的】
　本市水産業の現状や魚の調理方法等を学ぶ市民学習会を開催し、いわき産水産物の魚食普
及を推進する。

【主な対象者】
　小学生及びその保護者

【内容】
　本市水産業の現状や魚について学び、実際に魚を捌いて食べる。

イ ベ ン ト等名 苗植会、収穫祭（継続）

開 催 日 平成30年6月5日、11月

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会、江名小学校

内 容 等

【目的】
　生産者との交流により生徒に野菜など作物を作る楽しみと収穫の喜びを味わってもらうことを目
的とする。

【主な対象者】
　江名小学校生徒（2学年、1学年）

【内容】
　農業青年クラブ員（農業者）の助言のもと、野菜栽培を体験を通して生徒との交流を深める。
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イベ ン ト等名 親子ふれあい弁当デー（継続）

開 催 日 平成30年度中　二日程度

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　食に対する感謝の気持ちの涵養
　子どもの発達段階に応じた食育の推進、保護者への普及啓発

【主な対象者】
　全児童生徒・保護者

【内容】
　小中学生が家族や地域とふれあいながら自分の弁当作りにかかわり、家族と一緒に自分がかか
わった弁当を学校に持ち寄ることで、みんなで「食」について考えたり家族とのかかわりの大切さを実
感する機会を創出できるよう、各学校にて計画、実施する。

イ ベ ン ト等名 「和食給食」交流会食会（継続）

開 催 日 平成30年10月24日（水）

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　地元料理人考案の「和食給食」を小中学校に給食として提供し、代表校で交流会食会を行う
もので、食に対する関心を高め、日本の伝統的な食文化の伝承と普及につなげる。

【主な対象者】
　田町平安料理人、川部小学校児童、教育委員会、学校給食調理担当

【内容】
　地元料理人から小学生向けに、献立作成に関する苦労や食材に対する思い等の説明等を行っ
た後、一緒に給食をいただくことにより、食に対する関心を高め日本の伝統的な食文化の大切さを
学ぶ。

イ ベ ン ト等名 「かじきカツ給食」交流会食会(継続）

開 催 日 平成30年11月15日（木）

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　県立いわき海星高校の実習船「福島丸」が水揚げしたかじきを地元の加工業者が加工した「か
じきカツ」を、全小中学校に給食として提供し、代表校で交流会食会を行うもので、食に対する関
心を高め、感謝の気持ちを育む。

【主な対象者】
　いわき海星高校生徒、小名浜第二中学校生徒、加工業者、教育委員、学校給食調理担当

【内容】
　海星高校生徒から小学生向けに、魚に関する苦労や食材に対する思い等の説明を行った後、
一緒に給食をいただくことにより、食に関わる人々への感謝の心や、地域産物を理解することによる
郷土愛を育成する。

イ ベ ン ト等名 磐城農業高校のオリジナル食材使用献立の提供（継続）

開 催 日 平成31年1月24日（木）～30日（水）

主 催 者 学校支援課

内 容 等

【目的】
　県立磐城農業高校の食品加工実習で製造した地元食材を使用した「トマトジュース」等を小中
学校に給食として提供することで、食に対する関心を高め、感謝の気持ちを育む。

【主な対象者】
　市内小学校児童・中学校生徒

【内容】
　磐城農業高校生徒が製造した食材を使用した給食をいただくことにより、食に関わる人々への感
謝の心や、地域産物を理解することによる郷土愛を育成する。

イ ベ ン ト等名 田んぼの学校(継続）

開 催 日 平成30年4月～平成30年11月　予定　（通年）

主 催 者 福島県いわき農林事務所　農村整備部
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内 容 等

【目的】
　地域の未来を担う子どもたちが「農業・農村地域の大切さ」、「環境の大切さ」、「食・命の大切
さ」について理解を深め、豊かな感性と深い見識を持つことを目指して、農村地域の重要な要素で
ある田んぼ、水路、ため池等において自然環境を遊びと学びの場として活用した体験型学習や土
地改良施設の見学等を行う。

【主な対象者】
　いわき市立菊田小学校5年生児童78名

【内容】
　開校式、マコモダケの苗植え、生きもの調査、生育状況確認、マコモダケの収穫、マコモダケの実
食体験、収穫祭（バザー）学びの収穫祭（成果発表会）
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イベ ン ト等名 ふれあい農園(継続）

開 催 日 平成30年5月、8月、11月

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会

内 容 等

【目的】
　野菜作りを通して消費者が農業者と交流し、農業への関心と理解を深める。

【主な対象者】
　いわき市内在住者

【内容】
　消費者自らが農園での野菜栽培等をを体験する。農業青年クラブ会員（農業者）は、栽培方
法等についての助言、指導する。また、収穫祭等を開催するなど、消費者と農業者の交流を深め
る。

イ ベ ン ト等名 やさい教室（継続）

開 催 日 平成30年5月、6月、7月、11月

主 催 者 いわき農業青年クラブ連絡協議会、常磐第一保育園、江名小学校

内 容 等

【目的】
　青年クラブ会員（生産者）との交流により、園児と児童に野菜等作物を作る楽しみと収穫の喜び
を味わってもらうことを目的とする。

【主な対象者】
　常磐第一保育園園児、江名小学校児童

【内容】
　農業青年クラブ員（農業者）の助言と指導のもと、園児・児童に野菜の栽培と収穫を体験させ
る。また、収穫物の試食をとおして、園児・児童との交流を深める。
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